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宗
祖
の
神
祗
観
の
背
景
―

井

原

木

憲

紹

一
、

は
じ
め

に

日
蓮
聖
人
が
正
法
弘
通
の
必
要
性
を
、
四
箇
格
言
な
ど
で
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
正
法
が
流
布
し
な
い
故
の
天

変
地
妖
等
の
三
災
七
難
、
正
嘉
年
中
以
後
に
お
け
る
様
々
な
出
来
事
を
体
験
さ
れ
て
、
実
相
寺
で
の
研
鑽
の
中
で
こ
の
結
論
を
得
ら
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
以
後
、
他
国
侵
逼
に
至
る
ま
で
の
出
来
事
を
予
測
さ
れ
、
そ
れ
を
正
法
弘
通
、
他
宗
停
止
の
必
要
性
を
訴
え
る
手
段
と
さ

れ
た
。
特
に
宗
祖
が
国
家
の
安
泰
そ
の
も
の
に
焦
点
を
あ
て
た
論
の
展
開
は
、
宗
祖
御
自
身
の
国
家
観
、
世
界
観
、
あ
る
い
は
、
当
時
の

神
国
思
想
を
基
調
と
す
る
神
祗
観
も
合
せ
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

宗
祖
の
御
誕
生
の
地
の
特
別
な
事
情
や
、
民
間
信
仰
の
主
流
を
占
め
て
い
た
天
照
太
神
、
八
幡
神
と
国
家
と
の
関
係
、
こ
れ
ら
の
こ
と

が
、
宗
祖
の
法
華
経
弘
通
の
実
践
の
上
で
時
を
経
な
が
ら
整
理
さ
れ
、
宗
祖
御
自
身
の
、
世
界
観
、
神
祗
観
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
正
法
弘
通
を
阻
害
す
る
他
宗
門
と
、
そ
れ
を
擁
護
す
る
為
政
者
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
そ
の
不
当
性
を
明
確
に
さ
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れ
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
に
は
当
時
の
神
国
思
想
に
つ
い
て
も
論
及
が
あ
る
。

そ
こ
で
中
世
社
会
に
お
い
て
流
布
し
て
い
た
神
国
思
想
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
か
ら
発
展
に
つ
い
て
、
そ
の
背
後
に
あ
る
問
題
を
考
察

し
、
さ
ら
に
宗
祖
に
お
け
る
世
界
観
、
国
家
観
が
、
こ
の
神
国
思
想
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
か
を
宗
祖
御
遺
文
等
で
確
認
し
、
中
世

神
国
思
想
の

一
端
を
見
出
し
た
い
。

二
、
中
世
に
お
け
る
神
国
思
想
の
昂
揚

神
国
思
想
を
定
義
す
る
な
ら
ば
、
日
本
が
神
の
国
で
あ
る
と
す
る
宗
教
思
想
で
あ
り
信
仰
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
対
外
的
な
事
件
や
、
政

治
的
色
彩
の
あ
る
出
来
事
と
の
関
連
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
事
実
、
古
代
か
ら
中
世
、
近
現
代
に
至
る
ま
で
存

在
し
た
。

そ
こ
で
、
中
世
の
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
神
国
思
想
に
つ
い
て
、
当
時
の
神
祗
観
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

「神
国
」
の
語
は
、
古
代
の

『日
本
書
紀
』
な
ど
の
文
献
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
先
学
に
よ
っ
て
の
べ
ら
れ
て
い
る
ｑ
そ
れ
ら
は

「日
本

は
神
の
国
で
あ
る
」
と
い
う
点
で
は
神
国
思
想
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

古
代
末
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
神
国
思
想
の
展
開
に
は
仏
教
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
仏
教
興
隆
と
と
も
に
、
平
安
時
代
に
は

本
地
垂
述
説
が
と
な
え
ら
れ
、
神
仏
の
関
係
が
強
固
に
結
び
つ
き
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
頭
に
登
場
す
る
専
修
念
仏
は
、
こ
の
よ
う
な
神
仏
関
係
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。
こ
れ
は

「神

祗
不
拝
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
「興
福
寺
奉
状
『
は
、
専
修
念
仏
の
九
ヶ
条
の
過
失
を
論
ず
る
中
に
「念
仏
之
輩
永
別
二
神
明
一、
不
装
聖

権
化
実
類
一、
不
憚
一一宗
廟
大
社
一、
若
侍
二神
明
一、
必
堕
二魔
界
一云
々
」
（第
五
、
「背
一一霊
神
一失
し
と
行
為
を
指
摘
し
、
こ
れ
に
対
し
て
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「於
二
実
類
鬼
神
一者
、
置
而
不
装
綱
、
至
二
権
化
垂
跡
一者
、
既
是
大
聖
也
、
上
代
高
僧
皆
以
帰
敬
」
と
反
論
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
事

実
が
明
白
で
あ
る
。
た
だ
、
法
然
自
身
に
こ
の
思
想
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
ま
た
、
後
の

一
向
宗
系
に
も
同
様
の
も
の
が
あ

り
、
浄
土
教
念
仏
系
教
団
の
必
然
性
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
宗
祖
の
神
祗
観
と
は
異
る

一
面
で
あ
る
。

さ
て
、
中
世
に
お
け
る
神
国
思
想
は
、
神
祗
不
拝
と
い
う
勢
力
が
存
在
す
る
中
に
お
い
て
、
古
代
以
来
素
朴
な
神
々
と
の
関
係
に
お
い

て
民
衆
と
結
合
し
て
い
た
民
間
信
仰
が
政
治
的
権
威
に
利
用
さ
れ
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
本
地
垂
述
説
に
よ

る
神
祗
の
理
論
化
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
黒
田
俊
雄
ば

「中
世
に
あ

っ
て
、
神
国
思
想
は
た
ん
な
る
信
仰
の
み
に
と
ど
ま
る

こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
ず
、
理
論
化
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
中
世
に
あ

っ
て
は
、
仏
教
の
内
部
か
ら
神
祗
崇
拝
を
理
論
化
す
る
必
要

が
お
こ
っ
た
し
、
諸
大
社
も
原
始
的
な
素
朴
な
信
仰
の
ま
ま
で
は
存
立
し
え
ず
、
み
ず
か
ら
を
仏
教
教
理
の
な
か
に
お
い
て
理
論
化
す
る

必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
。
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
神
国
思
想
は
、
原
始
的
な
神
意
政
治
と
し
て
の
意
味
で
は
、
古
代
以
来
の
も
の
で
あ
る
が
、
中

世
で
は
神
祗
不
拝
の
専
修
念
仏
の
動
き
に
対
抗
、
あ
る
い
は
反
動
と
し
て
展
開
し
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

で
は
、
中
世
に
お
け
る
神
祗
崇
拝
の
も
つ
政
治
的
社
会
的
な
関
連
性
に
つ
い
て
、
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

神
祗
崇
拝
は
、
古
代
荘
園
制
の
中
で
民
衆
の
素
朴
な
豊
作
を
祈
る
信
仰
と
、
寺
社
貴
族
を
中
心
と
し
た
荘
園
領
主
の
関
係
に
お
い
て
発

展
し
て
来
た
と
言
え
る
。
平
安
時
代
、
天
台
宗
と
真
言
宗
は
神
祗
信
仰
と
結
合
し
て
、
山
王
神
道
や
両
部
神
道
を
成
立
さ
せ
た
が
、
こ
れ

ら
は
、
そ
の
土
地
の
守
護
神
を
取
り
込
ん
だ
も
の
で
、
そ
の
土
地
の
守
護
神
を

「領
主
」
「地
主
」
と
見
て
、
荘
園
領
主
に
対
応
さ
せ
、
荘

園
制
度
の
維
持
を
め
ざ
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
神
祗
不
拝
的
行
為
は
領
主
側
か
ら
み
て
不
利
益
と
な
る
も
の
で
あ

っ

た
。
こ
れ
が
か
え
っ
て
神
国
思
想
を
昂
揚
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
。

荘
園
の

「領
主
」
的
守
護
神
の
性
格
は
、
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
国
家
の
守
護
神
の
規
模
ま
で
拡
大
さ
れ
て
、
伊
勢
神
道
の
影
響
を
う

中
世
神
国
思
想
を
め
ぐ
る

一
考
察
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け
て
天
照
太
神
が

「色
心
不
二
、
常
寂
光
土
］
を
具
現
す
る
神
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
山
王
神
道
に
お
い
て
も
、
日
吉
地
主
権
現
は

「日
本
国
地
主
」
で
あ
り
、
「天
照
太
神
の
父
」
と
解
釈
さ
れ
、
「日
本
は
神
国
で
あ
る
」
と
す
る
観
念
が
完
成
し
て
き
た
。

さ
ら
に
鎌
倉
時
代
は
、
幕
府
政
権
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
、
荘
園
内
に
荘
園
領
主
の
荘
官
と
は
立
場
を
異
と
す
る
地
頭
が
配
置
さ
れ
、

そ
の
権
力
も
承
久
の
乱
後
の
新
補
地
頭
に
お
よ
ん
で
は
強
力
な
も
の
と
な
り
、
や
が
て
、
地
頭
請
、
下
地
中
分
、
荘
園
横
領
と
つ
き
す
す

む
が
、
人
々
の
神
祗

へ
の
信
仰
は
、
源
氏
の
御
家
人
で
あ
る
地
頭
達
が
、
所
領
の
安
泰
を
祈
る
た
め
八
幡
神
を
勧
請
し
た
こ
と
も
あ
り
、

神
の
守
護
を
期
待
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
神
国
思
想
発
展
の
要
素
と
な
っ
た
。

所
領
の
安
泰
の
よ
う
な
現
実
の
問
題
、
つ
ま
り
、
現
世
の
守
護
を
求
め
た
場
合
に
は
、
「守
護
神
」
あ
る
い
は

「鎮
守
神
」
の
域
を
出
な

い
が
、
こ
の
現
世
を
守
護
、
加
護
す
る
神
の
在
り
方
は
、
現
実
の
土
地
、
民
衆
支
配
の
構
図
で
あ
る
中
世
封
建
的
思
想
と
結
び
つ
く
も
の

で
あ
っ
た
。

天
照
太
神
が

「日
本
国
の
主
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的
、
社
会
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
「日
本
国
の

主
」
で
あ
る
神
格
は
、
日
本
国
守
護
を
な
す
の
は
当
然
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
考
え
方
の
基
調
に
あ
る
の
は
本
地
垂
逃
説
で
あ
り
、

神
の
守
護
は
、
仏
の
慈
悲
、
つ
ま
り
利
益
、
利
生
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

台
家
の
山
王
神
道
が
隆
盛
す
る
中
で
、
釈
尊
が
日
本
の
国
に
お
い
て
、
ま
ず
山
王
権
現
と
し
て
垂
逃
し
、
仏
法
を
弘
め
た
こ
と
が
、
神

明
繁
昌
の
地
と
な
り
、
日
本
が
神
国
と
な
っ
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

台
家
で
学
ん
だ
宗
祖
も
、
こ
の
考
え
方
に
大
き
な
影
響
を
受
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

や
が
て
、
天
照
太
神
が
日
本
の
最
高
神
と
し
て
、
民
衆
の
中
に
広
く
伝
播
さ
れ
、
天
照
太
神
が
守
護
し
擁
護
す
る
の
が
日
本
国
で
あ
り
、

こ
の
天
照
に
連
繋
す
る
政
治
権
力
が
、
国
土
を
統
治
す
る
の
は
当
然
と
見
ら
れ
る
こ
と
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
中
世
に
お
け
る
「神
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国
思
想
」
は
天
照
太
神
に
お
い
て
、
政
治
的
、
社
会
的
意
味
を
も
っ
て
確
立
し
て
来
た
。
さ
ら
に
、
八
幡
神
に
あ

っ
て
も
、　
一
地
方
神
か

ら
国
家
の
宗
廟
神
に
ま
で
政
治
的
な
意
味
を
含
み
な
が
ら
位
置
づ
け
ら
れ
、
日
本
の
神
国
思
想
を
確
立
さ
せ
て
来
た
。

こ
う
し
た
中
世
鎌
倉
時
代
の
神
国
思
想
の
流
布
す
る
中
で
、
宗
祖
は
国
家
観
、
神
祗
観
が
成
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
、
異
国
降
伏
祈
薦
を
め
ぐ
っ
て

鎌
倉
時
代
に
お
い
て
、
「神
国
思
想
」
が
大
き
く
昂
揚
し
た
契
機
と
な
っ
た
の
は
蒙
古
襲
来
で
あ

っ
た
。

蒙
古
か
ら
の
牒
状
到
来
以
来
、
朝
廷
、
幕
府
を
は
じ
め
、
寺
社
は

「異
国
降
伏
」
の
祈
薦
を
行

っ
て
い
る
ｑ
中
で
も
承
久
の
乱
以
後
、

全
国
支
配
権
を
確
立
さ
せ
た
幕
府
は
、
諸
国
の
寺
社

へ

「異
国
降
伏
」
の
祈
薦
を
積
極
的
に
命
じ
て
い
る
。
そ
の
初
見
は
、
建
治
元
年
九

月
十
四
日
　
「関
東
御
教
書
」
と
言
わ
れ
、
以
後
各
国
守
護
等

へ
同
種
の
命
令
が
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
北
条
時
宗
の
建
治
元
年
十

一
月
二
十

一
日
常
陸
国

一
宮
鹿
島
社
神
主

へ
の
返
書
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

ま
た
、
国
家
の
宗
廟
神
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
た
天
照
太
神
、
八
幡
神
に
対
し
て
も
、
伊
勢
大
神
宮
、
宇
佐
八
幡
宮
に
地
頭
職

を
寄
進
し
て
、
祈
請
を
行

っ
た
。
こ
の
宇
佐
宮

へ
の
寄
進
状
に
は

「為
二
聖
朝
安
穏
異
国
降
伏
こ

と
記
さ
れ
て
、
幕
府
が
国
家
的
な
対
外

危
機
に
対
応
す
る
時
に
は
、
国
家
の
最
高
神
に
連
な
る
国
家
の
頂
点
に
あ
る
天
皇
の
宗
教
的
、
観
念
的
権
威
を
守
護
し
よ
う
と
努
め
た
証

し
で
あ
り
、
「神
国
思
想
」
の
定
着
ぶ
り
が
明
確
で
あ
り
、
反
面
幕
府
の
意
図
は
、
幕
府
支
配
権
の
危
機
に
備
え
る
方
便
と
見
る
こ
と
も
で

き
る
。

幕
府
に
よ
る
全
国
的
な
異
国
降
伏
の
祈
薦
令
は
、
対
外
情
勢
、
こ
と
に
外
敵
に
対
す
る
自
国
意
識
の
宗
教
的
な
表
現
と
い
う
べ
き

「神

国
思
想
」
を
昂
揚
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
御
家
人
武
士
団
の
精
神
的
統
合
を
図
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
南
基
鶴
は

「諸
国
の

中
世
神
国
思
想
を
め
ぐ
る

一
考
察
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祭
祀
権
＝
祈
薦
権
を
幕
府
が
行
使
す
る
の
は
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
幕
府

（将
軍
）
の
公
的
権
威
が
国
家
の
統
治
者
＝
天
皇
の
そ
れ
に

接
近
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
公
的
権
威
は
、
国
家
的
危
機
に
際
し
て
全
武
士
階
級
を
結
集
す
る
と
い
う
課
題
を
負

っ
た
、
諸

国
守
護
権
を
有
す
る
幕
府
に
と
っ
て
現
実
的
に
必
要
と
さ
れ
る
」
と
の
べ
て
い
る
。

こ
の
中
で
の
一
般
の
御
家
人
、
武
士
層
の
意
識
や
行
動
は
、
自
己
の
所
領
の
安
泰
と
新
恩
給
付
を
期
待
す
る
か
つ
て
の
領
主
制
の
域
を

出
な
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
元
寇
後
の
御
家
人
の
行
動
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
所
領
の
守
護
を
信
ず
る
神
祗
信
仰
が
神
国
思
想
の
基
調
と
し
て

「所
領
」
つ
ま
り

「国
土
」
の

「神
聖
」
と
い
う
教

理
的
な
意
味

へ
と
展
開
さ
れ
、
宗
教
的
な
意
味
に
お
け
る

「国
土
」
の
観
念
が
考
え
ら
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

四
、
神
国
思
想
に
お
け
る
国
土

神
国
思
想
に
は
、
神
が
常
住
し
守
護
す
る
宗
教
的
な
意
味
を
も

っ
た
「国
土
」
の
観
念
が
形
成
さ
れ
て
く
る
。
素
朴
な
神
祗
信
仰
に
あ
っ

て
は
、
豊
作
や
、
所
領
の
安
泰
の
よ
う
な
現
世
的
利
益
の
み
を
求
め
た
が
、
神
国
思
想
の
昂
揚
に
よ
っ
て
、
神
と
神
が
常
住
す
る
場
所
、

つ
ま
り
、
国
土
に
意
味
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
仏
教
的
立
場
で
は

「仏
国
土
」
の
意
味
と
通
ず
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
世
が

「娑
婆
即

寂
光
」
の
仏
国
土
と
な
る
と
す
る
宗
祖
の
国
土
観
と
も
共
通
す
る
。

こ
の
国
土
に
つ
い
て
、
『八
幡
愚
童
訓
』
に
は
、
「夫
秋
津
島
、
五
畿
七
道
悉
行
雲
行
雨
社
壇
也
、　
一
人
万
民
皆
天
神
地
神
之
御
子
孫

、

去
二
大
梵
天
王
統
御
離
三
中
華
異
域
相
接
一、
〓
一韓
雖
レ帰
二
此
土
一、
吾
朝
未
レ属
二他
国
一、
〓
一千
座
神
祗
並
二
百
王
守
護
権
扉
一、
大
小
乗
仏
法

伝
二
衆
生
与
楽
教
跡
一、
神
明
擁
護
不
レ怠
、
仏
陀
冥
助
無
二
止
事
こ
と
あ
り
、
国
土
に
神
孫
が
あ
り
、
神
明
に
よ
っ
て
擁
護
さ
れ
る
と
の
考

え
方
が
成
立
し
、
国
土
は
神
に
つ
な
が
る

「神
聖
な
土
」
を
意
味
し
た
。
こ
の
考
え
方
の
根
底
は
本
地
垂
述
説
で
あ
り
、
神
祗
は
垂
述
の
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明
神
、
本
地
は
仏

・
菩
薩
で
あ
り
、
現
世
安
穏
も
根
本
的
に
は
諸
仏
の
つ
か
さ
ど
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
と
と
も
に
、
来
世
に
お
い
て
も
安

穏
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
神
国
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
現
世
が
神
に
よ
っ
て
守
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
仏
果
は
、
来

世
を
待
た
ず
現
世
に
て
成
就
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
し
た
が
っ
て
現
世
に
寂
光
の
土
、
浄
土
が
成
立
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

中
世
の
人
々
の
現
実
主
義
的
要
求
と

一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
現
世
が

「神
聖
な
る
国
土
」
「浄
土
」
で
あ
る
こ
と
の
意
味
が
あ

っ
た
。
政
治
的
意
味
を
含
ん
だ

「神
国
思
想
」
は
仏
教
的
意
味

づ
け
に
よ
っ
て
完
成
し
、
宗
祖
の
神
天
上
の
問
題
も
、
こ
こ
に
背
景
を
も
つ
が
故
に
厭
離
械
土
を
主
張
す
る
浄
土
教
念
仏
系
の
思
想
と
は

全
く
相
反
す
る
の
で
あ
る
。

五
、
宗
祖
に
お
け
る
神
国
観

宗
祖
の
時
代
は
、
神
国
思
想
の
昂
揚
す
る
時
代
で
あ

っ
た
。
宗
祖
が
、
古
い
神
祗
観
を
根
底
に
も
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
は
、
生
誕
地
に

お
け
る
領
家
の
尼
と
の
親
交
と
、
地
頭
東
条
景
信
と
の
対
立
に
見
ら
れ
る
様
に
荘
園
領
主
的
権
威
を
擁
護
さ
れ
た
こ
と
か
ら
推
測
で
き
る
。

そ
れ
に
加
え
て
当
時
の
神
国
思
想
の
昂
揚
、
さ
ら
に
宗
祖
の
法
華
経
研
鑽
が
、
宗
祖
独
自
の
神
国
観
、
世
界
観
を
成
立
さ
せ
た
。

天
照
太
神
に
つ
い
て
、
「日
本
の
国
主
」
と
の
見
解
に
立

っ
て
、
宗
祖
自
身
が
特
別
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
主
張
さ
れ
る
。
生
誕
地
安
房

東
条
郷
が
伊
勢
外
宮
の
御
厨
で
あ

っ
た
こ
と
で
、
『新
尼
御
前
御
返
事
』
に

「安
房
国
東
条
郷
辺
国
な
れ
ど
も
日
本
国
の
中
心
の
ご
と
し
。

其
故
は
天
照
太
神
跡
を
垂
れ
給

へ
り
」
と
の
べ
、
天
照
太
神
と
正
法
弘
通
の
関
係
に
お
い
て
も

「日
蓮

一
閻
浮
提
の
内
、
日
本
国
安
房
国

東
条
郡
に
始
て
此
の
正
法
を
弘
通
し
始
め
た
り
」
と
安
房
国
に
お
け
る
開
宗
を
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

天
照
太
神
の
在
る
地
を

「日
本
国
の
中
心
」
と
さ
れ
る
点
は
、
当
時
の
神
国
思
想
と
同

一
の
基
盤
に
あ
る
。
『神
国
王
御
書
』
に
は
、
日

中
世
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国
思
想
を
め
ぐ
る
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本
の
神
祗
に
関
し
て
、
「国
主
を
た
づ
ぬ
れ
ば
神
世
十
二
代
、
天
神
七
代
、
地
神
五
代

。
天
神
七
代
第

一
者
国
常
立
尊
、
乃
至
第
七
伊
失

諾
尊
男
也
。
伊
失
冊
尊
妻
也
。
地
神
五
代
の
第

一
は
天
照
太
神
伊
勢
太
神
宮
日
神
是
也
。
第

一
の
王
は
神
武
天
皇
、
此
は
ひ
こ
な
ぎ
さ
の

御
子
也
。
乃
至
第
十
四
は
仲
哀
天
皇
八
幡
御
父
也
。
第
十
五
は
神
功
皇
后
八
幡
御
母
也
。
第
十
六
は
応
神
天
皇
　
仲
哀
神
功
御
子
、
今
の

八
幡
大
菩
薩
也
。
」
と
系
譜
を
の
べ
、
天
照
太
神
を
第

一
代
地
神
と
し
て
崇
め
た
。

し
た
が

っ
て
、
天
照
太
神
が
日
本
国
の
中
心
で
あ
り
、
地
神
で
あ
る
こ
と
か
ら
国
土
の
意
味
付
け
が
行
な
わ
れ
た
。
宗
祖
に
お
け
る
国

上
の
認
識
は
仏
国
土
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
、
『弥
二
郎
殿
御
返
事
』
に

「天
照
太
神
、
八
幡
大
菩
薩
・神
武
天
皇
等
の
一
切
の
神
、
国
王

並
に
万
民
ま
で
も
釈
迦
仏
の
御
所
領
の
内
な
る
上
」
と
の
べ
本
仏
釈
尊
の
御
領
と
見
ら
れ
て
い
る
の
は

「娑
婆
即
寂
光
」
の
仏
国
土
を
願

う
宗
祖
の
信
仰
そ
の
も
の
で
あ
る
。

八
幡
神
に
つ
い
て
も
、
人
王
第
十
六
代
応
神
天
皇
と
し
、
『四
条
金
吾
許
御
文
』
に
は

「男
山
の
主
、
我
朝
の
守
護
神
、
正
体
め
づ
ら
し

か
ら
ず
し
て
霊
験
新
た
に
お
は
し
ま
す
」
あ
る
い
は

「
八
幡
大
菩
薩
の
御
誓
は
、
月
氏
に
て
は
法
華
経
を
説
て
正
直
捨
方
便
と
な
の
ら
せ

給
ひ
、
日
本
国
に
し
て
は
正
直
の
頂
に
や
ど
ら
ん
と
誓
ひ
給
ふ
」
と
八
幡
を
日
本
の
守
護
神
と
認
識
さ
れ
た
。
ま
た
、
当
時
の
浄
土
教
の

流
行
が
も
た
ら
し
た
八
幡
の
本
地
を
阿
弥
陀
と
す
る
説
に
対
し
、
豊
前
降
臨
説
話
を
排
し
て
、
大
隅
正
八
幡
石
鎧
の
銘
に
基
づ
き
、
釈
迦

本
地
説
を
唱
え
、
八
幡
の
本
質
た
る
応
神
天
皇
に
つ
い
て
も
、
釈
尊
の
垂
述
と
理
論
づ
け
ら
れ
た
。

天
照
太
神
と
八
幡
神
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
『真
言
七
重
勝
劣
』
に
「問
ふ
神
の
次
第
如
何
、
答
ふ
天
照
太
神
を

一
座
と
為
し
、
八
幡
大

菩
薩
を
第
二
座
と
為
す
」
と
示
し
、
地
神
た
る
天
照
を
主
と
し
、
子
孫
た
る
八
幡
を
従
と
見
、
こ
の
二
座
を
中
心
に
、
古
来
よ
り
日
本
は

守
護
さ
れ
て
来
た
と
考
え
ら
れ
た
。

次
に
国
主
つ
ま
り
、
天
皇
に
対
す
る
見
解
は
、
『高
橋
入
道
殿
御
返
事
』
に
「日
本
国
の
王
と
な
る
人
は
天
照
太
神
の
御
魂
の
入
り
か
わ
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ら
せ
給
ふ
王
也
］
と
示
し
、
八
幡
神
に
つ
い
て
も
神
の
最
終
的
な
栖
は
天
皇
で
あ
る
と
さ
れ
、
歴
史
的
事
実
で
あ
る
安
徳
天
皇
の
悲
劇
、

ま
た
後
鳥
羽
・土
御
門
、
順
徳
の
三
上
皇
配
流
に
対
し
て

「日
蓮
大
に
疑
て
云
く
」
と
の
べ
、
「天
照
太
神
は
玉
体
に
入
り
か
わ
り
給
は
ざ

る
か
。
八
幡
大
菩
薩
の
百
王
の
誓
は
い
か
に
と
な
り
ぬ
る
ぞ
」
と
疑
義
を
も
た
れ
た
の
で
あ
る
。

宗
祖
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
「新
尼
御
前
御
返
事
』
に
ヨ
日
は
伊
勢
国
に
跡
を
垂
さ
せ
給
て
こ
そ
あ
り
し
か
ど
も
、
國
王
は
八
幡
加
茂
等
を

御
帰
依
深
あ
り
て
、
天
照
太
神
の
御
帰
依
浅
か
り
し
か
ば
、
太
神
瞑
お
ぼ
せ
し
時
、
源
右
将
軍
と
申
せ
し
人
、
御
起
請
文
を
も
っ
て
あ
を

か
の
小
大
夫
に
仰
つ
け
て
頂
戴
し
、
伊
勢
の
外
宮
に
し
の
び
を
さ
め
し
か
ば
、
太
神
の
御
心
に
叶
は
せ
給
け
る
か
の
故
に
、
日
本
を
手
に

に
ぎ
る
将
軍
と
な
り
給
ぬ
。
此
人
東
条
郡
を
天
照
太
神
の
御
栖
と
定
め
さ
せ
給
。
さ
れ
ば
此
太
神
は
伊
勢
の
国
に
は
を
は
し
ま
さ
ず
、
安

房
国
東
条
の
郡
に
す
ま
せ
給
か
」
と
の
べ
、
朝
廷
が
天
照
太
神
を
軽
ん
じ
た
こ
と
か
ら
、
天
皇

へ
の
悲
劇
が
発
生
し
、
さ
ら
に
源
氏
政
権

へ
守
護
が
移

っ
た
と
解
釈
さ
れ
た
ｏ
し
か
し
、
根
底
に
は
、
日
本
は
本
来
天
皇
を
中
心
と
し
た
神
国
と
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
鎌
倉
幕
府
の
支
配
権
確
立
に
つ
い
て
は
肯
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
た
が
、
な
お
様
々
な
事
件
が
現
実
に
発
生
し
た
。
天
変
地

妖
、
北
条
時
輔
の
乱
を
は
じ
め
国
内
の
混
乱
ｗ
蒙
古
の
牒
状
来
襲
と
、
宗
祖
の
疑
間
は
解
決
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

宗
祖
の
神
国
観
の
根
底
に
は
、
古
代
荘
園
領
主
制
に
立
脚
す
る
国
家
観
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
地
頭
東
条
景
信
と
の
対
立
の

一

つ
の
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
領
家
の
尼

へ
の
同
調
が
そ
の

一
面
を
示
す
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
う
し
た
天
皇
を
中
心
と
し
た
国
家
で
あ
る
と
見
た
時
、
宗
祖
は

「正
法
を
力
と
し
て
」
王
法
が
守
護
さ
れ
る
と
の
結
論
に
達
せ
ら
れ

た
。『諫

暁
八
幡
抄
』
に

「当
レ知
八
幡
大
菩
薩
は
正
法
を
力
と
し
て
王
法
を
も
守
護
し
給
け
る
也
。
今
又
日
本
国

一
万

一
千
三
十
七
の
寺
並

に
三
千

一
百
三
十
三
社
の
神
は
、
国
家
安
穏
の
た
め
に
あ
が
め
ら
れ
て
候
。
而
に
其
寺
々
の
別
当
等
、
其
社
々
の
神
主
等
は
、
み
な
み
な
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あ
が
む
と
こ
ろ
の
本
尊
と
神
と
の
御
心
に
相
違
せ
り
。
彼
々
の
仏
と
神
と
は
其
身
異
体
な
れ
ど
も
、
其
心
同
心
に
法
華
経
の
守
護
神
也
『

と
示
し
、
正
法
で
あ
る
法
華
経
の
法
味
に
よ
っ
て
、
守
護
の
力
を
与
え
ら
れ
る
た
め
、
正
法
な
き
処
に
は
、
守
護
擁
護
の
神
は
存
在
し
な

い
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
か
ら
、
『立
正
安
国
論
』
に

「併
善
神
聖
人
捨
レ
国
去
レ所
。
是
以
悪
鬼
外
道
成
レ
災
致
レ
難
臭
『
と
論
ぜ
ら
れ
た
。

ま
た

『開
目
抄
』
に

「
さ
る
ほ
ど
に
六
宗
八
宗
の
田
畠
所
領
み
な
た
お
さ
れ
正
法
失
は
て
ぬ
。
天
照
太
神

・
正
八
幡

ｏ
山
王
等
諸
守
護
の

諸
大
善
神
も
法
味
を
な
め
ざ
る
か
、
国
中
を
去
り
給
ふ
か
の
故
に
、
悪
鬼
便
を
得
て
国
す
で
に
破
れ
な
ん
と
す
『
と
正
法
と
の
関
係
に
お

い
て
、
天
照

・
八
幡
の
守
護
な
き
を
、
国
家
存
亡
の
要
因
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
天
照
太
神

・
八
幡
神
の
守
護
は
、
日
本
に

と
っ
て
重
要
な
こ
と
と
さ
れ
、
そ
の
威
力
に
必
要
な
も
の
が
正
法
つ
ま
り
法
華
経
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。

次
に
、
正
法
法
華
経
流
布
と
善
神
の
守
護
を
得
る
方
法
と
し
て
、
善
神
を
呼
び
戻
す
こ
と
と
さ
れ
た
。
『法
門
可
被
申
様
之
事
』
に
「又

日
蓮
房
の
申
候
。
仏
菩
薩
諸
大
善
神
を
か
へ
し
ま
い
ら
せ
ん
事
は
別
の
術
な
し
。
禅
宗
念
仏
宗
の
寺
々
を

一
も
な
く
失
ひ
、
其
僧
等
を
い

ま
し
め
、
叡
山
の
講
堂
を
造
、
霊
山
の
釈
迦
牟
尼
仏
の
御
魂
を
請
入
れ
た
て
ま
つ
ら
ざ
ら
ん
他
は
、
善
神
も
か
へ
り
給
べ
か
ら
ず
、
諸
仏

も
此
国
を
扶
給
は
ん
事
は
か
た
し
と
申
す
『
と
、
諸
宗
の
停
止
を
す
す
め
、
さ
ら
に
蒙
古
牒
状
の
到
来
に
つ
い
て
も
、
同
書
に

「日
本

一

州
上
下
万
人
も
な
く
謗
法
な
れ
ば
、
大
梵
天
王
帝
桓
並
天
照
太
神
等
隣
国
の
聖
人
に
仰
つ
け
ら
れ
て
謗
法
を
た
め
さ
ん
と
せ
ら
る
る
か
。

（中
略
）
今

一
国
挙
げ
て
仏
神
の
敵
と
な
れ
り
。
我
国
に
此
国
を
領
べ
き
人
な
き
の
ゆ
え
に
、
大
蒙
古
国
は
起
と
み
へ
た
り
『
と
ヽ
謗
法

を
い
ま
し
め
る
た
め
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

現
実
の
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
蒙
古
支
配
の
状
況
に
対
し
て
、
「震
旦
高
麗
す
で
に
禅
門
念
仏
に
な
り
て
、
守
護
善
神
の
去
が
間
、
彼
蒙
古

に
響
候
。
我
朝
又
此
邪
法
弘
て
、
天
台
法
華
宗
忽
諸
の
ゆ
へ
に
、
山
門
安
穏
な
ら
ず
、
師
檀
違
叛
の
国
と
成
候
ぬ
れ
ば
、
十
が
八
九
は
い

か
ん
が
と
み
へ
候
。
」
と

『金
吾
殿
御
返
事
』
に
示
し
、
日
本

へ
も
波
及
す
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
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善
神
が
国
を
去

っ
て
い
る
と
い
う
現
実
は
、
神
が
怒
り
、
罰
を
与
え
る
現
象
と
し
て
、
天
変
地
妖
、
自
界
叛
逆
、
他
国
侵
逼
等
の
難
が

顕
れ
た
と
解
釈
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
宗
祖
は
、
罰
に
よ
っ
て
日
本
国
が
破
滅
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
告
知
す
る
八
十
万
億
那
由
他
の
諸

菩
薩
の
代
官
の
立
場
で
、
正
法
法
華
経
を
迫
害
の
な
か
忍
難
弘
通
さ
れ
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
本
化
上
行
菩
薩
の
御
自
覚
と
言
え
る
。

宗
祖
に
と
っ
て
こ
の
国
土
は
釈
尊
の
御
領
で
あ
り
、
法
華
経
が
主
君
で
、
神
も
国
主
た
る
天
皇
も

一
切
衆
生
も
そ
の
所
従
で
あ
る
と
い

う
信
仰
理
念
に
立

っ
て
、
国
家
観
、
世
界
観
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
宗
祖
の

「神
国
思
想
」
の
基
本
が
あ
り
、
法
華
経

の
弘
宣
流
布
、
謗
法
可
責
が
善
神
を
呼
び
か
え
し
、
国
を
守
護
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。

正
法
法
華
経
の
権
威
は
宗
祖
に
と
っ
て
、
又
、　
一
切
衆
生
に
と
っ
て
最
高
の
も
の
で
あ
り
、
宗
祖
は
、
「
か
か
る
仏
な
れ
ば
、
王
臣
萬
民

倶
に
人
ご
と
に
父
母
よ
り
も
重
ん
じ
、
神
よ
り
も
あ
が
め
奉
る
べ
し
『
と
の
べ
ら
れ
、
「日
蓮
が
法
華
経
を
弘
通
し
候
を
、
上

一
人
よ
り
下

萬
民
に
至
る
ま
で
御
あ
だ
み
候
故
に
云
々
」
と
、
当
時
の
人
々
の
態
度
が
国
の
災
禍
の
原
因
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。
　

度
重
な

る
宗
祖

へ
の
迫
害
は
、
「如
来
現
在
猶
多
怨
嫉
況
滅
度
後
」
の
文
證
を
身
を
も
っ
て
證
さ
れ
、
そ
れ
が
故
に
、
信
念
を
も
っ
て
正
法
法
華
経

流
布
に
徹
せ
ら
れ
た
。

六
、
お
わ
り
に

宗
祖
の
時
代
は
、
神
国
思
想
の
昂
揚
す
る
時
代
で
あ

っ
た
。
蒙
古
襲
来
と
い
う
歴
史
的
な
大
事
件
を
通
し
て
、
民
衆
の
意
識
が
国
家
を

あ
る
程
度
意
識
で
き
た
時
代
、
宗
祖
に
も
ま
た
神
祗
と
の
関
係
が
深
い
も
の
が
あ

っ
た
。
様
々
な
歴
史
的
、
社
会
的
条
件
の
も
と
、
宗
祖

が
正
法
弘
通
を
実
践
さ
れ
る
中
で
、
民
衆
の
生
活
に
深
く
関
係
し
て
い
た
神
祗
を
宗
祖
の
信
仰
と
教
え
の
中
に
位
置
付
け
、
教
化
の
手
段

と
さ
れ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
単
な
る
手
段
で
は
な
く
、
正
法
法
華
経
を
通
し
て
の
国
家
観
、
世
界
観
で
あ
り
、
確
固
た
る
信
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念
を
も

っ
た
神
国
思
想
の
宗
祖
版
な
の
で
あ
る
。

神
国
思
想
は

「法
華
経
」
が
あ

っ
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
の
で
あ

っ
て
、
当
時
流
布
し
た
神
国
思
想
に
対
し
て
、
宗
祖
の
意
味
付
け
が

行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
後
世
の
社
家
を
中
心
と
す
る
政
治
的
傾
向
を
よ
り
強
固
に
も
つ
、
神
国
思
想
の
流
れ
と
は
大
き
な
相
違
点
が
あ

る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

註

①
田
村
円
澄

「神
国
思
想
の
系
譜
」
（史
淵
７６
輯
）

②

『大
日
本
仏
教
全
書
』
（興
福
寺
叢
書
二
、
１０３
頁
）

③
黒
田
俊
雄

『日
本
中
世
の
国
家
と
宗
教
』
２６‐
頁

（岩
波
）

０

『三
輪
大
明
神
縁
起
』
（続
群
書
、
第
二
輯
下
５４０
頁
）

⑤

『燿
天
記
』
（続
群
書
第
二
輯
下
５４０
頁
）

⑥
　
同
書
　
　
（同
６０２
頁
）

０
拙
稿

「
八
幡
神
を
め
ぐ
る

一
考
察
」
（興
隆
学
林
紀
要
５
号
３５
頁
以
下
）

③
相
田
二
郎

『蒙
古
襲
来
の
研
究
』
（昭
和
３３
年
）

０
南
基
鶴

「蒙
古
襲
来
と
鎌
倉
幕
府
」
（史
林
７３
巻
五
号
）
に

『鎌
倉
遺
文
』

一
二
〇
二
一
号
を
示
す

⑩

『鎌
倉
遺
文
』
第

一
六
巻

。
一
二
一
二
九
号

一-182-―



０
　
　
同
書

０
　
　
同
書

０
　
　
同
書

ω
南
基
鶴
　
一訓
掲
論
文

二
〇
六
五
号

二
〇
六
七
号

二
〇
六
六
号

０
日
蓮
教
学
研
究
所
編

『日
蓮
教
団
全
史
上
』
二
〇
頁

０

『清
澄
寺
大
衆
中
』
（昭
和
定
本

『日
蓮
聖
人
遺
文
』

一
一
三
五
頁

０
昭
和
定
本

『日
蓮
聖
人
遺
文
』
八
六
八
頁

０
　
　
同
書
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
八
頁

０
　
　
同
書
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一六
六
頁

ω
拙
稿
　
一削
掲
論
文

０
昭
和
定
本

『日
蓮
聖
人
遺
文
』
二
三
一
八
頁

②
　
　
同
書
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
〇
頁

０

『神
国
王
御
書
』
（同
書
　
八
八
二
頁
）

０

『日
妙
聖
人
御
書
』
（同
書
　
六
四
七
頁
）

０
註
①
参
照

ω
昭
和
定
本

『日
蓮
聖
人
遺
文
』
　

一
八
四
二
頁

０
　
　
同
書
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〓
二
頁

中
世
神
国
思
想
を
め
ぐ
る

一
考
察

一-183-―



1341  1331  132) 13D  13111  1291  1281

中
世
神
国
思
想
を
め
ぐ
る
一
考
察

同
書

　

　

　

　

　

　

五
四
二
頁

同
書
　
　
　
　
　
　
　
四
五
六
頁

同
書
　
　
　
　
　
　
　
四
五
四
頁

同
書
　
　
　
　
　
　
　
四
五
八
頁

『寺
泊
御
書
』
（同
書
　
　
五

一
五
頁
）

『妙
法
比
丘
尼
御
返
事
』
（同
書
　
一
五
五
七
頁
）

『治
部
房
御
返
事
』
（同
書
　
一
八
八
二
頁
）

一-184-―


